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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月7日(2008.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　本発明の非感光性樹脂組成物により形成した硬化膜は、光学素子用の高屈折層間膜やマ
イクロレンズや反射防止膜などの用途に用いられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　マイクロレンズの形状を作製するには、本発明の非感光性樹脂組成物を加熱処理後にフ
ォトレジストを塗布、露光、現像してマイクロレンズパターンを形成した後、該レジスト
パターンをエッチングマスクとしてドライエッチングを行いパターンを転写する等の方法
がある。


	header
	written-amendment

